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三角形𝐴𝐵𝐷と、平面𝑥 = 𝑡 (0 ≦ 𝑡 ≦ 1)の交差部にできる線分を考える。 
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2
≦ 𝑡 ≦ 1 のとき、平面𝑥 = 𝑡は辺𝐴𝐵,𝐴𝐷と交差する。 

2 交点を結ぶ線分上の点と、𝑥軸までの最短距離、最長距離は、 

それぞれ
1 − 𝑡

√2
, 1 − 𝑡である。 

 

0 ≦ 𝑡 ≦
1

2
のとき、平面𝑥 = 𝑡は辺𝐴𝐵, 𝐵𝐷と交差する。 
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𝑡 = 1 − 2𝑡を解くと 3𝑡 = 1 𝑡 =
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0 ≦ 𝑡 ≦
1

3
のとき 

2 交点を結ぶ線分上の点と、𝑥軸までの最短距離、最長距離は、 

それぞれ√𝑡2 + (1 − 2𝑡)2 = √1 − 4𝑡 + 5𝑡2, 1 − 𝑡である。 
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3
≦ 𝑡 ≦

1

2
のとき 

2 交点を結ぶ線分上の点と、𝑥軸までの最短距離、最長距離は、 

それぞれ
1 − 𝑡

√2
, 1 − 𝑡である。 

 

この立体の、平面𝑥 = 𝑡による断面はドーナツ形であり、面積𝑆(𝑡)は 

0 ≦ 𝑡 ≦
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3
のとき 𝑆(𝑡) = 𝜋{(1 − 𝑡)2 − (1 − 4𝑡 + 5𝑡2)} = 𝜋(2𝑡 − 4𝑡2) 
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求める体積は 
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